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論文内容の要旨
本論文は、筆者が愛媛大学工学部電気工学教室ならびに、大阪大学工学部電子工学教室において行
った研究のうち、グラフ理論的手法による回路網および、通信網に関する研究を 3章にまとめたもの
である。
緒論では、この研究に関する従来の研究について述べ、本研究の地位を明らかにし、それらとの比
較においてその工学上の意義を概説している。
第 1 章では、多くの零要素をもっ、いわゆるスパースな Y行列について、その端子対縮約順序の決
定問題と、与えられた行列をそのカットセット行列とするようなグラフを構成する問題に関連して、
その手順の単系宅かつ高速化を動機として、グラフの分割化について考察している。実用的見地から、
分割化のために 2 端子部分グラフーすなわち、その補グラフとたど 2 つの節点 α ， β のみを共有する
ような部分グラフーに着目し、カットセット行列のうえで、それらを一度に全部検出でき、かっその
存在性に対する判定が容易で、ある手法が述べられている。さらに、前者の問題については、節点対久
βのそれぞれの節点を 2 つに分離する操作を可能な限り行ない、得られた部分グラフを 1 つのブロッ
クとし、ブロック相互間の接続関係を用いて、スパース性を活用する端子対縮約順序の決定法が示さ
れた。また後者の問題については、上記ブロックに相当する行列の特徴を用いることにより、複雑な
従来の構成法が改良できることを明らかにした。
第 2章では、電気回路網、接点回路網、通信網において重要な概念である基本カットセットーす
なわち、指定された 2 節点を切り離すようなカットセットーの算出問題を論じている。本章では、
まず、従来の基本枝カットセットの算出法について検討を行ない、新しくカットセットグラフの概念
を導入している。カットセットグラフは、基本枝カットセットに対応して 1 つの節点、をもち、 2 つの
基本枝カットセットの排他論理和が、与えられたグラフのある 1 つの節点に関する枝カットセットと
なるとき、カットセットグラフ上の対応する 2 節点を隣接したものである。カットセットグラフはパ
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イパータイトグラフになることが示され、このグラフの道および、閉路が基本節点、カットセットおよ
び基本混合カットセットの算出に基礎的に重要で、あることが明らかにされ、実際的に有効な算出法が
導かれた。
第 3章では、通信網のフロウ、輸送問題、スケジウール問題等において重要となるグラフの単純な
道、および閉路の算出問題、特に、指定された 2節点、を結ぶすべての道、すべての閉路について演算
の高速化、メモリの節約化を目的として 3 つの手法、すなわち、回路網解析における代数的木生成法
カットセット行列に対する木変換法、節点接続行列に節点除去法を応用する方法が述べられた。
結論では、本研究で得られた結果と今後に残された問題を総括した。
論文の審査結果の要旨
本論文にとりあげている問題と、その研究成果を要約すると次のようである。
第 1 章では、回路網解析、構成に関する問題、特に、与えられた原始Y行列のスパース性を活用し
た端子対縮約順序の決定問題と、与えられた行列をそのカットセット行列とするグラフを構成する問
題に対処するためのグラフ分割を取り上げている。従来、前者について考察されたものはなく、また
後者については、種々の方法が挙げられるが、一般にその構成手順が複雑である。
本文の分割法は、グラフの 2 端子部分グラフに着目しており、その検出が容易であり、実用的な端
子対縮約順序の決定と、少い手順で効率のよい構成法を得ることができる。
第 2 章では、回路網・通信網において重要な概念である基本カットセットの算出問題について取上
げている。従来、基本枝カットセットについては Mayeda が、また基本節点・基本混合カットセソト
については S ・ Syau が論じたが、統一的な取り扱いは行なわれていなかった。
本文の方法は、カットセットグラフというものを定義し、その性質を用いれば基本節点・基本混合
カットセットを統一的に取り扱うことができるという点に意義がある。
第 3章では、第 2 章に関連して、特殊な道、閉路の決定法について取り上げている。道および閉路
の一般的決定法は、すでに確立されているものの、自動計算の立場から見る時、改良すべき点が多い。
本文に示された方法では、回路解析・構成における木生成法・木変換法の応用が、演算の高速化、
メモリの節約化に有利で、ある。
以上のように、本論文は回路網および通信網に関する基礎的問題について、かなりの研究成果をあ
げており、電子工学、通信工学に寄与する‘ところが大である。よって博士論文として価値あるものと
認、める。
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